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＜連絡事項＞
・乾燥機の点検を液化ガス様で行った結果、機械を分解してフィルターを清掃しなければ警告ランプは消えないそうです。メーカーへの連絡となり後日また分解してフィルター清掃を行います。それまではランプが点灯したままの使用となります
＜患者様連絡事項＞
・田中　文男様～秋田県在住の従兄妹様から電話あり。ご本人からの電話の要求あり。本日18:00以降にはお電話は可能ですとお伝えしています。ご本人様の現状、退院支援が困難となっている状況についてお伝えすると八戸在住の従兄弟様にもお伝えておきますと話されている。
・下妻　康貴様様～同室者の鼾音で不眠を訴え、環境調整にて405号室→403号室移動しています電カル上は301号室に入力中です。9/3（土）寺地様が退院後。402号室へ移動予定となっています。
・高田　マキ様～わくわくの杜　是川様のオンライン面会あり。グループホーム入所時のサービス内容の説明や契約内容の説明であったが、「青南病院を変えたいんです。主治医が個人的に僕の事嫌いですかと聞いてき嫌なんです。私、妊娠してるので精神科じゃないんです。」「お金を自己管理したいんです。印鑑が無いんです。」と妄想的な話を次々真剣な顔で話す。面会終了後に契約書にサインしている。
　　　　　　　　
＜要注目患者様情報＞
・民部田 和哉様～日課についてスタッフに質問し、早く環境変化に適応しようと努力する言動あり。焦らずゆっくり行うよう介入している。
・赤坂　順市様～作業に参加し、余暇はホールで過ごされている。多飲水行為も見られず
妄想言動、易怒性もなし。
・小笠原　文人様～スタッフ対面時、気分高揚的にニヤついた表情見られるが、日課は支障なく行っています。
＜金Dr.診察・ケース検討＞
・小笠原　文人様～診察中も真剣な表情で妄想言動あり。本日、朝食後薬の内服を忘れて洗濯を行っていた事について、薬は必ず忘れず服用する習慣をつける様主治医からも説明あり。臨時薬同処方7日分。
・井上　和美様～「脚がヒヤーッとして以前新聞で見た八味地黄丸エキスを試したい。」と訴え続けている。主治医からは2種類同時に飲んでも良くないので、処方する漢方薬を変更すると説明している。表情穏やかに納得している。ツムラ牛車腎気丸エキス顆粒→ ７ツムラ八味地黄丸エキス顆粒　2.5ｇ/包 3P  3×1毎食前に変更し7日分処方。オランザピンOD錠は継続。
・坂本　福子様～主治医には「早々に退院したい」と訴えるのみで他の言葉はなし。自分からは何も訴えず、Dr.の質問には小声で「分かりません」や「話したくても上手く話せない」と言い終了する。同処方7日分継続。
・田中　文男様～夜間の尿失禁について、「間に合わない」と御自身からの説明をし、主治医より夜間は尿器を利用してみるよう指示あり。同処方7日分継続。
　　　　　　　　ケース検討：夜間の尿失禁の対策で検討していく。
・飯豊　信雄様～OTでは計算問題をしている事を主治医に報告している。定期薬継続。
・角濱　義弘様～診察では2，3日前から風邪で、頭痛や身体全体の痛みがあると訴える。12月には退院を意識した生活を送るよう、主治医からの説明あり。

臨時薬同処方7日継続。　退院検討：場合によって自宅退院も検討して見ては？と主治医は話しております。
　　　　　　　　
＜小栁Dr診察・ケース検討＞

・大久保　すい様～夜間歩く→筋肉痛→被毒妄想→食べる→治った
・中野渡　鉄男様～同内容定期薬継続。
・十日市　利喜様～同内容定期薬継続。
・佐野　貢様～臨時薬ダンドスピロンクエン酸塩（10）3Ｔ　3×1/毎食後内服薬使用し、特に調子は変わりなしと訴える。紙収集は行っていないがやはりトイレットペーパーがないと不安…。と訴える。9/7～タンドスピロンクエン酸塩錠１０ｍｇ 3 錠 /日 →6Ｔに増薬。アリナミンは中止。
・高橋　康満様～特に訴えなし。同内容定期薬継続。
